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1 国際会議“Physics of the Two Infinities”と

は？ 
 2023 年 3月 27 日から 30日にかけて、京都大学益川ホー

ルで国際会議“Physics of the Two Infinities” [1]が開催された。

ここで、会議名にある物理の 2 つの無限とは「無限小の素

粒子」と「無限大の宇宙」を指し、「素粒子と宇宙」に関す

る研究会である。研究会開催のきっかけは、私が領域代表を

つとめる科研費・新学術領域研究「ニュートリノで拓く素粒

子と宇宙」[2]が最終年度であり、その成果報告と情報発信

の一環で、京大で国際会議を開くことを予定していたことで

ある。そこに、東大とフランスの研究機関が 2021 年に共同

設立した宇宙・素粒子分野の国際研究拠点「ILANCE ラ

ボラトリー」[3]の所長である Michel Gonin 氏が、ILANCE
の国際的な Opening Ceremony として、京都で国際会議

を開催したいと提案した。それなら、ILANCE と新学

術「ニュートリノ」で、国際会議を開こうという自然な

流れができた。会議の Chair は、私と Gonin 氏、そして

同じく ILANCE 所長の梶田隆章氏を加えた 3 名で、会議

名は「素粒子と宇宙」から“Physics of the Two Infinities”と
決まった。 

 会議の計画が決まった 2022 年度の初めは、コロナ禍

のこともあり、ハイブリッド開催で参加者の想定は 150
名、現地参加者はその半分、海外からの参加者は多く

ても 30 名程度であった。しかし、2023 年にはコロナ禍

の行動制限が緩和され、コロナ終結といった世の中の

雰囲気から、最終的な会議参加者は 220 名以上、現地

参加者が約 200 名、海外からの参加者も 100 名以上と

大盛況となった。図１に益川ホール前で撮影した参加者の

集合写真を載せる。会議は桜が咲く時期と重なり、京都

を訪れたいという人も多かったようである。  
 
2 研究会の内容 
 研究会の専門領域は“Primordial Universe”, “Neutrinos”, 
“High Energy Astrophysics”, “Gravitational Waves”, “Dark Uni-
verse”, “Particle Physics”の 6 つからなり、それぞれの領域に

3名のコンビナーがいる。会議はプレナリー講演が主体で3.5
日間、パラレル講演が 3 日目午前に 0.5 日、そしてポスター

発表が 1 日目と 2 日目の昼食後にそれぞれ１時間という構

成である。朝 9 時から夕方 7 時前まで開かれた会議は、発

表内容が盛りだくさんで、全部で 53 のプレナリー講演、48
のパラレル講演、30 のポスター発表があった。初日は定員

175 人の益川ホールが参加者で溢れ、ポスター発表の会場で

ある京大理学部セミナーハウスにもサテライト会場を設け、

オンライン中継をした。 

 会議は、梶田氏の“Welcome Address”から始まり、宇宙論、

宇宙観測、ニュートリノ実験、素粒子実験、素粒子論と多岐

にわたる講演があった。宇宙観測と一語で書いたが、重力

波、CMB、宇宙線、暗黒物質を始め、多種多様な観測手法

での結果が報告されている。また、最近の流れで Machine 
Learningを使った解析方法や、測定器開発に関係する講演も

含まれる。発表資料は会議のHP[1]で見られるので、ぜひじっ

くりと見てほしい。個人的には、J. Webb Space Telescope の
最新結果、Michael Peskin教授の“What are the key open ques-
tions in particle physics?”が、印象に残った。講演は多岐に渡

るので、それぞれの詳細を紹介することは省くが、全体像に

興味ある方は Michel Spiro教授の“Concluding Remarks”は必
見である。最初に400年近く昔のパスカルの“Man is suspended 
between two abysses of Nothing and the Infinite.”というフレー

ズが紹介され、“Physics of the Two Infinities”との共通性が興

 
図 1 参加者の集合写真@京都大学益川ホール前 

 

44



 50�	

味jい。研究会内容のまとめとして、“Concluding Remarks”
の 1$ー�を図 2 に紹介して�く。 

パラレルセッ�&ンの講演も、より詳細な研究内容が�\

されていて、盛況であった。oに、「ニュートリノ」パラレ

ルセッ�&ンでは、新学術「ニュートリノ」の成果8りま

とめとしての講演が(んだので、^�見ていただきた

い。会議をより��テ�ブに、インターラ�テ�ブに

したのがポスター発表である。桜に囲まれた京大理学部セ

ミナーハウスのオープンな雰囲気の中で、�手研究者がq

きqきと発表するCが印象に残った（図 3）。 
 最後に、研究会での)流といえ	、コー#ーブレイ�と"

ン�ットである。残Pながら、コロナ禍のため"ン�ットは

実[できなかった。コー#ーブレイ�は、コー#ーを�ータ

リン�してくれるJがない（コロナでサービスをやめてし

まった）p況で、京大時計9'にあるタリーズに 1 日 2?

コー#ーをとりに行くことで提.できた。コー#ーのD力は

{大で、研究会の+S時間での)流は大いに盛り上がった。 

 

� �� 
 コロナが始まった 2020 年からの 3 年間、G�での国際

会議の開催が�しかった。新学術「ニュートリノ」（2018
年度�2022 年度）でも、最初で最後のG�で大�fな

国際会議となった。K初予想を大Iに�える参加者Y

は、研究内容�の興味はも��んのこと、世s中の研

究者がG�でのインターラ�テ�ブな研究)流をL�

bんでいた結果であるとQう。研究会は大成6であっ

た。  
	
� �� 	
日cと世sから多くの3れた研究者に参加していただき、

aT~な国際会議が開催できた。参加者のtさまに、Nより

U�をrし上�ます。 
c研究会は、新学術「ニュートリノ」と ILANCE 主催

の'、フランス CNRS�IN2P3と Strategic Partnerships Project, 
UTokyo - Grandes @coles のサポートで行われた。会議の�=

をサポートしていただいた、東大宇宙線研と京大��!ル

�ー研究Fのスタッフとw書の方にNからMvrし上�ま

す。会議の�=を手,ってくれた日cとフランスの学qの方

�にU�しています。また、Gonin 氏のAさんにも会議のm

1を手,っていただきました。関係者のtさま、cKにあり

がとう��います。 
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